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　全体で振り返りを行うことで、言葉で自分の考え
を伝え、共有する場が生まれます。一年生では、「み
んなと一緒に動いて、どんな気持ちになった？」な
ど、具体的な問いかけで子供の気付きや考えを引き出
しましょう。「○○さんはこんなところに気を付けて、

上手に動いていたね」などと紹介することで、友達
のよさを見付ける視点に気付くことができるでしょ
う。友達に話を聞いてもらったり、自分のよさを認め
てもらったりすることで、自己肯定感や安心感が生ま
れ、学習への意欲も高まります。

「振り返り」の時間  ～自分の考えを伝え、互いを認め合う場づくり～

時間

　体つくりの運動遊びは、「体ほぐしの運動
遊び」と「多様な動きをつくる運動遊び」か
ら構成されています。「体ほぐしの運動遊び」
は、手軽な運動遊びを行い、心と体の変化に
気付いたり、みんなで関わり合ったりするこ
とで、運動好きになることをねらいとして
います。「多様な動きをつくる運動遊び」は、
体のバランスをとったり、移動したりする動
きや、用具を操作したり、力試しをしたりす
る動きを運動遊びとして、楽しく経験しなが

０

45
（分）

体ほぐしの運動遊び
○みんなと関わり合って、気持
ちよく体を動かそう
・やや活動的な運動
　じゃんけん列車
　はんぶん しんぶんし
　フープ送り
　なべなべ そこぬけ
　体じゃんけんであっち向いて
ホイ

・活動的な運動
　ふやし鬼
　おおかみとひつじ
　風船運び

・静的な運動
　みんなでごろりん
　みんなで輪になって
　きゅうりの塩もみ

・振り返りをする。

ら様々な動きを身に付けていくことをねらい
としています。とくに、普段は経験しない動
きや、他の運動領域では扱われにくい動きを
取り上げ、動きのレパートリーを増やしてい
くことができるようにしましょう。
　一年生の体育は、体育学習の入り口であり、
今後の学習の下地となります。どちらの運動
も、楽しく体を動かしながら学習していくこ
とが大切です。用具や場、言葉がけや子供同
士の関わり方などを工夫し、「運動って楽し
い！」「もっと運動したい！」と思えるよう
な楽しい学習展開を計画しましょう。

※学校の施設や教具など、実態に合わ
せて活動内容を変更してください。

はじめの運動（体ほぐしの運動遊び）
多様な動きをつくる運動遊び

楽しみ①　つかむ・やってみる

楽しみ②　広げる・学び合う

○みんなでいろいろな動きをして遊ぼう
・みんなで基本的な動きをやってみる。

○いろいろな遊び方を工夫して遊ぼう
・人数など条件を変えてやってみる。
・ゲーム化した動きをやってみる。

・振り返りをする。

・体のバランスをとる運動遊び
・体を移動する運動遊び
・用具を操作する運動遊び
・力試しの運動遊び

授業づくりのポイント

学習の進め方

第６時 第７時 第８時第５時第４時第３時第２時第１時

器械・器具を使っての運動遊び
（固定施設を使った運動遊び）
体つくりの運動遊び
器械・器具を使っての運動遊び
（マットを使った運動遊び）
水遊び
表現リズム遊び
器械・器具を使っての運動遊び
（跳び箱を使った運動遊び）
走・跳の運動遊び（跳の運動遊び）
ゲーム（鬼遊び）
走・跳の運動遊び（走の運動遊び）
ゲーム（ボール投げゲーム）

４月

５月
６月

7/8月
9月
10月

11月
12月
1月

2/3月

みんなで動いてニコニコ！
いろんな動きでワクワク！
～体つくりの運動遊び～
執　　筆
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・みんなで基本的な動きをやってみる。

・体のバランスをとる運動遊び
・体を移動する運動遊び
・用具を操作する運動遊び
・力試しの運動遊び

６時間の中で、全ての動きを十分に
経験させることは難しいので、1年
間を通して、二学期以降も継続的に
取り組みましょう。

条件を変えた動きや、ゲーム化した
動きがうまくできないときは、基本
的な動きに戻って遊ぶのもよいでし
ょう。動きが正確にできるようにな
ってきたら、もう一度工夫した遊び
に挑戦してみましょう。


